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１ 落札決定基準の位置付け 

  この落札者決定基準は、北海道が実施する令和８年度（2026年度）エゾシカ有効活用推進事業委託

業務（以下「業務」という。）の総合評価一般競争入札に係る申込みをした者のうち、価格その他条件

が最も有利な者を決定するための基準を示すものである。 

 

２ 総合評価による落札者の決定方法 

  入札書に記載された業務の入札価格が予定価格の制限の範囲内にある者のうち、入札価格に係る評

価点（以下「価格評価点」という。）と入札価格以外の要素に係る評価点（以下「技術評価点」という。）

を合計して得た数値が最も高い入札者（以下「最も有利な入札者」という。）を落札者とする。 

  なお、最も有利な入札者が２者以上あるときは、当該入札者にくじを引かせて落札者を決定するこ

ととし、当該入札者のうち出席しない者、または、くじを引かない者があるときは、入札執行事務に

関係のない職員に、これに代わってくじを引かせて落札者を決定する。 

 

３ 価格評価点 

  価格評価点は、入札価格を予定価格で除して得た値を１から減じた値に、価格評価点の配分得点を

乗じて得た数値（小数点第３位を四捨五入し、小数点第２位止めとする。）とする。 

 

価格評価点＝（１－入札価格／予定価格）×価格評価点の配分得点 

 

４ 技術評価点 

  技術評価点は、「令和８年度（2026 年度）エゾシカ有効活用推進事業委託業務評価項目、評価基準

及び配点」（以下「評価基準」という。）に基づき、評価基準に記載する評価項目毎に５に定めるとこ

ろにより評価を行い、各評価項目の得点を合計して得た数値とする。 

 

５ 技術評価点の評価方法 

（１）企画提案指示書で示した内容と同程度の提案内容を標準的な提案として扱い、それぞれ基礎点を 

配点することとし、１項目でも要求水準を満たしていない場合はその時点で失格とする。 

また、企画提案指示書で示した内容以上の提案内容については、その程度・規模等に応じて評価 

基準に示す点数を加点する。 

（２）（１）の評価は、道が設置した令和８年度（2026 年度）エゾシカ有効活用推進事業委託業務の契

約における総合評価審査会において審査する。 

（３）技術評価点は、総合評価審査会の各構成員の採点の平均点をもってその得点とする。（小数点第３ 

位を四捨五入し、小数点第２位止めとする。） 

 

６ 価格評価点と技術評価点の配分得点 

  価格評価点と技術評価点の配分得点は次のとおりとする。 

なお、価格評価点と技術評価点の配分については、入札者の提案内容によって当該業務の成果に大

きく影響を受けることから、技術評価点に重点を置いた総合評価を行うこととし、その配点は「価格

評価点：技術評価点＝１：３」とする。 
区分 価格評価点の配分得点 技術評価点の配分得点 合計 

配点 ５０点 
１５０点 

うち基礎点 ４５点 
うち加点  １０５点 

２００点 

 



基礎点 加点 合計 比重

必須項目 5

加点項目 5

必須項目 5 5 3%

必須項目 5

加点項目 5

必須項目 5

加点項目 10

加点項目 5

加点項目 5

必須項目 5

加点項目 10

加点項目 10

加点項目 5

加点項目 5

必須項目 5

加点項目 10

加点項目 10

加点項目 5

加点項目 5

必須項目 5

加点項目 5

必須項目 5

加点項目 5

必須項目 5

加点項目 5

技術評価点合計　 45 105 150

３実施方策

事業効果の分析

7%

10

アンケート内容や分析方法は、今後の事業への活用が期待できるような提案内容と

なっているか。

道民などへの情報

発信

7%

10

各事業について、道民などへの情報発信方法が提案されている。（提案されている場

合に5点とする。）

エゾシカの有効活用について、道民等の認知・興味が促進されるような提案内容と

なっているか。また、成果物の二次・他用途活用の方策が提案されているか。

創意工夫や独自性、先見性が見られ、認証肉やその加工品等の魅力を効果的に発信す

るとともに、新たなPR方法を参加認証施設等へ提案し、販路拡大が期待されるような

出展内容か。

エゾシカ肉の持つ優れた栄養特性及び皮革製品の魅力が伝わり、参加企業等が消費者

へのＰＲに繋がると理解できるような企画内容か。

事業目的に沿ったアンケート調査及び分析方法が提案されている。（提案されている

場合に5点とする。）

指示書記載の内容（「エゾシカキャンペーン」の企画、実施）に適合した企画が提案

されている。（提案されている場合に5点とする。）

印刷物は、エゾシカ肉処理認証処理施設の紹介に資するコンセプトとなっているか。

エゾシカ肉処理認

証処理施設紹介パ

ンフレットの制

作、配布

上記提案業務が、エゾシカ有効活用の推進に資する効果的な提案内容であるか。

エゾシカ肉及び関

連製品の消費拡大

のための「エゾシ

カキャンペーン」

の企画、実施

飲食店や宿泊施設

へのエゾシカ肉料

理及び皮革製品の

プロモーションの

企画、実施

エゾシカ肉及び関連製品の消費拡大について、参加者の興味・関心が促進されるよう

な企画内容か。

キャンペーン参加団体の選定及び実施にあたっての告知方法、時期は適切か。

キャンペーンの懸賞内容は、エゾシカ肉や皮革商品の認知・消費促進に効果的なもの

となっているか。

プロモーションの実施にあたっての告知方法、時期は適切か。

観光・サービス産

業事業者へのエゾ

シカ肉及び皮革製

品のプロモーショ

ンの実施

指示書記載の内容（飲食店や宿泊施設へのプロモーション）に適合した企画が提案さ

れている。（提案されている場合に5点とする。）

認証制度の運用によるエゾシカ肉の安全性が伝わり、ジビエを商用利用する上で懸念

されるリスクを払拭させるような企画内容か。

認証制度の運用による安全･安心なエゾシカ肉の利用及び皮革製品の活用について、

来場企業等の認知・興味が促進され消費拡大が期待されるような出展内容か。

認証制度の運用によるエゾシカ肉の安全性が伝わり、ジビエを商用利用する上で懸念

されるリスクを払拭させるような出展内容か。

指示書記載の内容（観光・サービス産業へのプロモーション）に適合した内容が提案

されている。（提案されている場合に5点とする。）

実施体制・役割等 7%10

キャンペーン内容に創意工夫や独自性が見られ、参加者の自発的な応募が期待される

か。

創意工夫や独自性、先見性が見られ、エゾシカ肉の利用及び皮革製品の新たな価値や

活用方法を参加者へ提案する出展内容か。

その他の業務

7%

7%

23%35

35 23%

17%25

10

令和８年度（2026年度）エゾシカ有効活用推進事業委託業務の評価項目、評価基準及び配点

その他の業務として、エゾシカ有効活用の推進に資する独自事業、連携事業の企画が

提案がされている。（提案されている場合に5点とする。）

企画出展及びその他業務で行うプロモーション内容等を掲載した印刷物作成について

提案されている。（提案されている場合に5点とする。）

評価項目 評価細目 評価基準
配点

評価区分

業務の実施にあたって必要な実施体制・役割（責任者、人員、経歴、役割、組織図な

ど）について、具体的に記載されている。

２実施手法 業務処理工程表 業務を効率的かつ効果的に実施できる全体スケジュールとなっている。

実施体制及び役割について、本委託業務の目的に資する実効性のある体制となってい

るか。

１実施体制

10

【配点方法】

※１ 必須項目については、全ての項目内容を満たしている場合に基礎点45点を与えることとし、事務局において審査し、審査結果を委員に報告する。

※２ ５点満点の加点項目については、優れているものは５点、やや優れているものは４点、普通のものは３点、やや劣っているものは１点、劣って いるもの

又は提案がないものは０点とする。

※３ １０点満点の加点項目については、優れているものは１０点、やや優れているものは８点、普通のものは５点、やや劣っているものは２点、劣っている

もの又は提案がないものは０点とする。


